
参加者の有無を確認する公募手続きに係る参加意思確認書の提出を求める公示 

 

                    令和６年 １月１９日 

                    北上川下流河川事務所長 斉藤 喜浩 

 

 次のとおり、参加意思確認書の提出を招請します。 

 

１．当該招請の主旨 

本件は、東北地方整備局北上川下流河川事務所の既設の追波川排水機場ポンプ

設備（以下「当該設備」という。）の修繕工事に関する公示である。 

対象となる修繕工事は、設備の機能・性能に影響を及ぼす「分解整備等の修繕

工事」であり、分解整備により当該設備内の他の部分への影響などの検討や対策

を含むものである。 

既設設備は、当事務所の工事目的を達成するために必要な「機能・性能」を定

めた仕様書等により、当初受注者が独自に開発・設計・製作・据付したもので、

製作段階で当初受注者固有の構造・形状となっており、装置形状や構成品が独自

の製品を含み、接続条件や動作条件が独自の要件となって一体化された設備であ

る。 

よって、本修繕工事は、当該設備の当初受注者からポンプ事業に関する営業を

譲渡されている企業を契約の相手方とする契約手続きを行う予定者（以下「特定

予定者」という。）としているが、特定予定者以外の者で以下の応募要件を満た

し、当該設備の修繕工事の契約を希望する者の有無を確認する目的で、参加意思

確認書を招請する公募を実施するものである。 

なお、３．の応募要件を満たすと認められる者（以下「応募認定者」とい

う。）がいる場合にあっては、指名競争入札（施工体制確認型総合評価落札方

式）にて調達を実施するものとする。 

また、必要により参加意思確認書の内容確認ヒアリングを実施する場合がある。 

 

２．工事概要 

(1) 工事件名 北上川追波川排水機場ポンプ設備修繕工事 

(2) 対象設備 既設の追波川排水機場ポンプ設備 

なお、内訳は別紙１「対象設備一覧表」参照のこと。 

(3) 工事内容 既設の追波川排水機場ポンプ設備にかかる修繕工事を行うこと。 

なお、詳細は「工事説明書」参照のこと。 

(4) 工  期 令和７年３月１０日 

 

３．応募要件 

参加意思確認書の提出者に付す応募要件は次のとおりとする。 

(1) 基本的要件 

①予算決算及び会計令（以下「予決令」という。）第 70 条及び第 71 条の規定に
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該当しない者であること。 

②東北地方整備局における機械設備工事に係る令和５・６年度一般競争参加資格

の認定を受けていること（会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされ

ている者又は民事再生法に基づき再生手続開始の申立てがなされている者につ

いては、手続開始の決定後、東北地方整備局長（以下「局長」という。）が別

に定める手続に基づく一般競争参加資格の再認定を受けていること。）。 

③会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に

基づき再生手続開始の申立てがなされている者（上記②の再認定を受けた者を

除く。）でないこと。 

④参加意思確認書の提出期限の日から開札の時までの期間に、局長から工事請負

契約に係る指名停止等の措置要領に基づく指名停止を受けていないこと。 

⑤上記２．に示した工事に係る設計業務等の受託者でないこと。又は当該受託者

と資本若しくは人事面において関連がある建設業者でないこと。 

⑥入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと。 

⑦東北地方整備局管内（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県及び福島県）

に建設業法の許可（当該工事に対応する建設業種）に基づく本社（本店）、支

店又は営業所のいずれかが所在すること。 

⑧経常建設共同企業体（甲型）にあっては、全ての構成員が、①、④及び⑦の要

件を満たしていること。 

⑨東北地方整備局（港湾空港関係を除く。）における平成３１（令和元）年度か

ら令和４年度までに完成・引渡しが完了した機械設備工事について、次の要件

を満たしていること。 

(ア) 当該工事種別の工事における工事成績評定点の平均点が６５点未満でな

いこと。 

なお、実績がない場合については、工事成績評定点を要件としない。 

(イ) 経常建設共同企業体（甲型）にあっては、当該工事種別の工事における

当該経常建設共同企業体（甲型）の工事成績評定点の平均点が６５点未満

でないこと。当該経常建設共同企業体（甲型）としての実績がない場合は、

当該工事種別の工事における実績がある全ての構成員について、工事成績

評定点の平均点が６５点未満でないこと。 

なお、当該経常建設共同企業体（甲型）としての実績がなく、かつ構成

員の全てが実績を有しない場合については、工事成績評定点を要件としな

い。 

⑩ 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ず

る者として、国土交通省発注工事等からの排除要請があり、当該状態が継続し

ている者でないこと。 

(2) 企業に求める要件 

平成２０年４月１日以降に、発注者から直接請け負った者（以下「元請け」

という。）として完成・引渡しが完了した、次の要件を満たす工事の施工実績

を有すること（共同企業体の構成員としての施工実績は、出資比率が２０％以
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上の場合のものに限る。なお、乙型共同企業体の施工実績については、出資比

率にかかわらず各構成員が施工を行った分担工事の実績であること。）。 

①  揚排水ポンプ設備の製作・据付工事又は修繕工事の施工実績 

② 当該施工実績が適切なものであること。 

適切なものとは、過失による粗雑工事に起因した指名停止、契約違反に起

因した指名停止を受けていないなど、不正又は不誠実な行為がなされたもの

ではないこと。 

また、当該施工実績が大臣官房官庁営繕部、各地方整備局、北海道開発局

及び内閣府沖縄総合事務局開発建設部の発注した工事（いずれも港湾空港関

係を除く。以下「大臣官房官庁営繕部、各地方整備局、北海道開発局及び内

閣府沖縄総合事務局開発建設部発注工事」という。）である場合は、工事成

績評定点が６５点未満のものではないこと。ただし、参加意思確認資料（以

下「確認資料」という。）の提出期限の日までに工事成績評定点の通知がさ

れていない工事の施工実績を提出する場合は、上記②「当該施工実績が適切

なものであること。」を満たすとともに工事事故による指名停止を受けてい

ない工事の施工実績に限り参加資格を認める。 

③ 経常建設共同企業体（甲型）にあっては、構成員のうちいずれか１社が、

上記①及び②の要件を満たしていること。 

(3) 配置予定技術者に求める要件 

次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監理技術者を本工事に配置できるこ

と。専任の要否は関係法令による。 

① 以下の条件のいずれかを満たすものであること。 

(ｱ) 機械器具設置工事業に係る建設工事に関し、機械工学又は電気工学又は

建築学に関する学科卒業後、高等学校（旧実業学校を含む。）においては

5 年以上、高等専門学校（旧専門学校を含む。）及び大学（旧大学を含

む。）においては 3年以上の実務経験を有する者。 

(ｲ) 機械器具設置工事業に係る建設工事に関し、10 年以上の実務経験を有す

る者。 

(ｳ) 下記の資格を有するものであること。 

技術士（機械部門）又は総合監理部門（選択科目を「機械部門」とするも

のに限る。）の資格を有する者。 

(ｴ) 監理技術者資格者証（機械器具設置工事業）の資格を有する者。 

② 平成２０年４月１日以降に、元請けとして完成・引渡しが完了した、下記

(ｱ)及び(ｲ)の要件を満たす工事の施工経験を有する者であること。 

甲型又は乙型の共同企業体構成員の技術者として従事した施工経験につい

ては、共同企業体構成員が以下のいずれかに該当するものに限る。 

・甲型共同企業体については、構成員の出資比率が２０％以上であること。 

・乙型共同企業体については、構成員が施工を行った分担工事のものであ

ること。 

ただし、専任補助者を配置する場合、主任技術者又は監理技術者の下記
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(ｱ)の施工経験は、(ｳ)に掲げる施工経験（以下「代要件」という。）に代

えることができる。 

(ｱ) 揚排水ポンプ設備の製作・据付工事又は修繕工事の施工経験。 

(ｲ) 当該施工経験が適切なものであること。 

適切なものとは、過失による粗雑工事に起因した指名停止、契約違反に

起因した指名停止を受けていないなど、不正又は不誠実な行為がなされた

ものではないこと。 

また、当該施工経験が大臣官房官庁営繕部、各地方整備局、北海道開発

局及び内閣府沖縄総合事務局開発建設部発注工事である場合は、工事成績

評定点が６５点未満のものではないこと。 

ただし、確認資料の提出期限の日までに工事成績評定点の通知がされて

いない工事の施工経験を提出する場合は、上記(ｲ)「当該施工経験が適切

なものであること。」を満たすとともに工事事故による指名停止を受けて

いない工事の施工経験に限り参加資格を認める。 

(ｳ) 専任補助者を配置する場合の(ｱ)に代わる施工経験（代要件） 

専任補助者を配置する場合の、主任技術者又は監理技術者が満たさなけ

ればならない上記(ｱ)に代わる施工経験（代要件）は、工事種別が上記３．

(1)②に示す「機械設備工事」とする。 

③ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証及び監理技術者講習修了証

（監理技術者講習修了履歴）を有する者であること。 

④ 主任技術者の資格については、関係法令及び共通仕様書等に加え、登録基

幹技能者講習修了証を有する者も要件を満たすものとする。 

⑤ 経常建設共同企業体（甲型）にあっては、全ての構成員が、主任技術者又

は監理技術者を本工事に配置できることとし、うち１人が上記①及び②の要

件を満たしていること。また、監理技術者の場合は上記③の要件についても

満たしていること。 

(4) 技術力に関する要件 

①  本修繕工事における交換部品の納入体制を有すること。 

② 本修繕工事に係る検査・試験等に関する自らの体制を有すること。 

③ 本修繕工事完成後のアフターケア体制を有すること。 

 

４. 手続等 

(1) 担当部局 

〒９８６－０８６１ 宮城県石巻市蛇田字新下沼８０ 

東北地方整備局 北上川下流河川事務所 経理課 専門官 

電話 ０２２５－９５－６５０１（直通）（内線２２４） 

(2) 工事説明書の交付期間、場所及び方法 

交付期間：令和６年１月１９日(金)から令和６年２月１日(木)まで 

（土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日８時３０分から１７時１５分まで） 

交付場所等：上記(1)に同じ 
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(3) 参加意思確認書及び確認資料の提出期限、場所及び方法 

提出期限：令和６年２月１日(木)  １４時００分。 

提出場所等：上記(1) に同じ。持参、郵送（書留郵便に限る。提出期限必着。

以下同様。）又は託送（書留郵便と同等のものに限る。提出期限

必着。以下同様。）により提出すること。 

(4) 質問の受付期限、場所及び方法 

受付期限：令和６年１月２５日(木) １６時００分 

    受付場所等：上記(1)に同じ。持参、郵送又は託送により提出すること。 

(5) 質問の回答日、場所及び方法 

   回答日：令和６年１月２９日(月) 

   回答方法等：書面で回答するとともに上記(1)において回覧に付する。 

 (6) 参加意思確認書及び確認資料の内容確認ヒアリングの実施連絡 
   実施する場合の連絡日：令和６年２月２日(金) 

      実施場所等：上記(1)に同じ。 

 (7) 審査結果通知予定日 

   通知予定日：令和６年２月１３日(火) 

   通知方法等：書面で通知する。 

 

５. その他 

(1) 本工事は、土木工事標準積算基準書に定める局特別調査（臨時調査）及び見

積徴収結果に基づく、資材単価及び歩掛について当該情報の提供を行う試行工

事である。ただし、提供を行う資材単価は、当該工事における主たる資材とし、

質問回答期限内にとりまとまっているものに限る。 

(2) 本工事は、直接工事費及び共通仮設費の一部について、見積りの提出を求め

る「見積活用方式」の試行工事である。 

本工事は、直接工事費の「揚排水ポンプ設備製作－主ポンプ設備－２号主ポ

ンプ整備」、｢揚排水ポンプ設備製作－主ポンプ駆動設備－２号主原動機他整

備｣、｢揚排水ポンプ設備据付－揚排水ポンプ据付工－天井クレーン点検費｣、

｢コンクリート工－モルタル充填｣、｢コンクリート工－コンクリートはつり｣に

係わるものについて、見積書の提出を求め、予定価格作成の為の参考とする工

事である。 

なお、見積書は下記に従い提出すること。 

① 提出期限：令和６年２月１日(木)  １４時００分。 

② 提出方法：電子メール又は郵送もしくは託送により提出すること。な

お、電子メールによる提出先メールアドレスは、工事説明

書による。 

③ 提出場所：上記４．(1)に同じ。 

(3) 本工事の「揚排水ポンプ設備製作－主ポンプ設備－２号主ポンプ整備」、｢揚

排水ポンプ設備製作－主ポンプ駆動設備－２号主原動機他整備｣、｢揚排水ポン

プ設備据付－揚排水ポンプ据付工－天井クレーン点検費｣、｢コンクリート工－
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モルタル充填｣、｢コンクリート工－コンクリートはつり｣の歩掛（参考資料

（歩掛））については、工事説明書に記載する日に配布する。 

(4) 手続において使用する言語及び通貨：日本語及び日本国通貨に限る。 

(5) 関連情報を入手するための照会窓口：４．(1)に同じ。 

(6) 本公示における内容の詳細については「工事説明書」による。 

-6-



別紙１ 対象設備一覧表
機場名 追波川排水機場

機 器 の 概 要 と 仕 様

型 式 立軸斜流ポンプ（二床式）粟村 １２００ＰＳＶ
主

主 口 径 １,２００ｍｍ

ポ 台 数 １台
ポ

吐 出 量 ３.０‰／ｓｅｃ･台
ン

ン 計 画 実 揚 程 ４.２ｍ

プ 全 揚 程 ５.４ｍ
プ

回 転 数 ２０５ｍｉｎ－１

設 電 型 式 立形水密式電動式バタフライ弁 前沢工業ＭＢＶ－Ｅ
動
蝶 口 径 × 台 数 １,２００ｍｍ

備 形
弁 電 動 機 容 量 リミトルクモーター ＃10（0.9 kW相当）× 210 V

１ 減 速 機 1,200 mmリミトルク日本ギヤー HMB － 00 ＋ H5BC ＋ SGA2

逆 型 式 鋼製丸型 ２枚扉
号 流

防 口 径 × 台 数 １,５００ｍｍ
止
弁 材 質 弁体ＳＳ４１ 軸ＳＵＳ４０３ 軸受ＳＣＳ１３

主 型 式 立形単動４サイクル過給機付ディーゼル機関 ヤンマー６ＮＹ１６Ｌ－ＥＮ
原

定 格 出 力 ２５８ｋＷ／１０００ｍｉｎ－１
ポ

始 動 方 式 シリンダ直入れによる圧縮空気始動

ン 動 冷 却 方 式 貯水槽循環式＋クーリングタワー

潤 滑 方 式 機付きギアポンプによる強制潤滑方式 初期注油ポンプ付0.75 kW×210 V
プ

燃 焼 方 式 直接噴射
機

駆 使 用 燃 料 Ａ重油

油圧クラッチ内蔵直交軸かさ歯車減速機
動 型 式

油 住友重機械ギヤボックス（株） SBC04R2-07-7
圧

設 ク 伝 達 容 量 ２５８ｋＷ 油圧クラッチ内蔵型
ラ
ッ 減 速 比 ｉ＝１／４.８７８ 入力１０００min－１ → 出力２０５min－１

備 チ
付 ポンプスラスト 常用 ９.５ｔｏｎ 最大 １３ｔｏｎ
減

１ 速 潤 滑 方 式 密閉強制注油 空冷方式
機

歯車ポンプ 日本オイルポンプ TOP-2MY1500-220HBMR ２７L/min
号 初期潤滑油ポンプ

電動機容量 １．５ＫＷ × ２００Ｖ

型 式 立軸斜流ポンプ（二床式）粟村 １０００ＰＳＶ
主

主 口 径 １,０００ｍｍ

ポ 台 数 １台
ポ

吐 出 量 ２.０m３／ｓec
ン

ン 計 画 実 揚 程 ４.２ｍ

プ 全 揚 程 ５.５ｍ
プ

回 転 数 ２９６ｍｉｎ－１

設 型 式 立形水密式電動式バタフライ弁 前沢工業ＭＢＶ－Ｅ
電
動 口 径 × 台 数 １,０００ｍｍ

備 蝶
形 電 動 機 容 量 リミトルクモーター ＃10（0.9 kW相当）× 210 V
弁

２ 減 速 機 1,000 mmリミトルク日本ギヤー HMB － 00 ＋ H4BC ＋ SGA2

逆 型 式 鋼製丸型 ２枚扉
号 流

防 口 径 × 台 数 １,３５０ｍｍ
止
弁 材 質 弁体ＳＳ４１ 軸ＳＵＳ４０３ 軸受ＳＣＳ１３

原 型 式 水冷式４サイクルディーゼル機関 ヤンマーＳ１６５－Ｔ

動 出力／回転数 １６２ＫＷ／１０００ｍｉｎ－１

機 起 動 方 式 圧縮空気始動
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機 器 の 概 要 と 仕 様

原 冷 却 方 式 貯水槽循環式＋クーリングタワー

主 動 潤 滑 方 式 密閉強制注油 初期注油ポンプ付0.75 kW×210 V

ポ 機 燃 焼 方 式 直接噴射

ン 使 用 燃 料 Ａ重油

プ 油圧クラッチ内蔵直交軸かさ歯車減速機
型 式

駆 油 島津３.４ ＰＦＢＶＥＴ１３３Ｓ
圧

動 ク 伝 達 容 量 １６２ＫＷ 油圧クラッチ内蔵型
ラ

設 ッ 減 速 比 ｉ＝１／３.４ 入力１０００ｍｉｎ－１ → 出力２９６ｍｉｎ－１

チ
備 付 ポンプスラスト ポンプ持ち

減
２ 速 潤 滑 方 式 密閉強制注油 ファン空冷

機
号 歯車ポンプ 島津ＳＣ４０Ｓ－１１２Ｍ ３５L/min

初期潤滑油ポンプ
電動機容量 ０.７５ＫＷ × ２１０Ｖ

型 式 横軸歯車ポンプ ＬＧＢ－２５Ｖ
燃
料 口 径 × 台 数 ２５ｍｍ × ２台
移
送 吐出量×圧力 ４６Ｌ／ｍｉｎ × ０.２５ＭＰａ

系 ポ
ン 電 動 機 容 量 ０.７５ＫＷ × ２００Ｖ
プ

流 量 計 ２５Ａ トキコＲＡ５１－１１２ルーツ式

統 燃 型 式 屋内円筒形架台梯子付
料
小 数 量 ３９０�×１台
出
槽

機
型 式 Ｓ５Ａ ＳＡＮＷＡ ＴＦＯ－ＬＫ

空
気 吐出量×圧力 １２.５ m３／ｈ × ２.９４ＭＰａ × ２台
圧

器 縮 電 動 機 容 量 ３.７ＫＷ × ２００Ｖ
機

始 動 空 気 槽 容量１５０Ｌ × ２連 × ２基

一 型 式 立軸うず巻ポンプ 粟村６５ＳＨ－Ｖ
設 次

冷 口 径 × 台 数 ６５ｍｍ × ３台
却
ポ 吐出量×揚程 ０.３５ m３／ｍｉｎ × ２０ｍ
ン

備 プ 電 動 機 容 量 ３.７ＫＷ × ２１０Ｖ

ク 型 式 カウンターフロー式（ＴＡ－５０ＮＥ（特））日本スピンドル
｜
リ 冷 却 能 力 ２０９．３ＫＷ× ２台
ン
グ 循 環 水 量 ３００Ｌ／ｍｉｎ
タ
ワ 電 動 機 容 量 １.１ＫＷ × ２００Ｖ
｜

排 型 式 潜水ポンプ 粟村１００Ｓ－ＶＧＭ
水
ポ 口 径 × 台 数 １００ｍｍ×１台
ン
プ 吐出量×揚程 １.０‰／ｍｉｎ×１０ｍ

電 動 機 容 量 ３.７ＫＷ × ２１０Ｖ

主ポンプ操作盤 屋内自立閉鎖型 2面

機 発電機盤 屋内自立閉鎖型 2面

監 直流電源盤 屋内自立閉鎖型 1面
側

視 除塵機操作盤 屋外自立閉鎖型 2面

操 操 ゲート操作盤 屋内自立閉鎖型 1面

作 冷却水ポンプ盤 ポスト型 1面
作

制 クーリングタワー盤 屋外壁掛型 1面

御 盤 空気圧縮機盤 ポスト型 1面

設 燃料移送ポンプ盤 ポスト型 1面

備 中 商用盤 屋内自立閉鎖型 1面
央
操 電源盤 屋内自立閉鎖型 1面
作
盤 直流電源盤 屋内自立閉鎖型 1面
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機 器 の 概 要 と 仕 様

中 １号ポンプ盤 屋内自立閉鎖型 1面
監 央

操 ２号ポンプ盤 屋内自立閉鎖型 1面
作
盤 補機盤 屋内自立閉鎖型 2面

視 入出力盤 屋内自立閉鎖型 1面

運 中央演算処理装置 東芝ＦＡ３１００Ａｍｏｄｅｌ８０００ ２台×２組

操 転 表 示 端 末 １８型 ナナオＦｌｅｘＳｃａｎＬ６８５ ２台

支 光磁気ドライブ ６４０ＭＢ 内蔵型 ２台

作 援 プ リ ン タ ー カラーレーザー ＥＰＳＯＮ ＬＰ－９５００Ｃ １台

装 無停電電源装置 ５ｋＶＡ サンケン電気ＳＡＵ５０２

制 置 そ の 他 キーボード、マウス ２組 音声出力装置、ＬＡＮ １式

水 型 式 フロート式指示発信器 ２台

御 位 指 示 計 １１０角

計

設 型 式 水晶圧力式
内
外 数 量 ２台
水

備 位 電 源 ＤＣ１２Ｖ
計

出 力 ＢＣＤ信号、アナログ信号（ＤＣ４～２０ｍＡ）

受 契 約 電 力 １１ＫＷ

電 受 電 電 圧 ２１０Ｖ／１００Ｖ

設 契 約 種 別 従量電灯丙
電

備 契 約 相 手 方 東北電力 石巻営業所

発 型 式 三相交流発電機（１号） 三相交流発電機（２号）
動

源 発 Ｅ70ＡＦＴ－8ＥＭ8019 Ｅ70ＡＦＴ－1Ｇ9768Ｒ－1
電
機 台 数 1台 1台
・
発 出力／回転数 75ＫＶＡ／1,500 min－１ 100 ＫＶＡ／1,500 min－１

設 電
機 電 圧 210 Ｖ 210 Ｖ

型 式 水冷式4サイクルディーゼル機 水冷式4サイクルディーゼル機関
関 ヤンマー４ＫＤＬ ヤンマー６ＨＡＬ

備
発 出力／回転数 100 ＰＳ × 1,500 min－１ 150 ＰＳ × 1,500 min－１
動
発 起 動 方 式 セルモーター始動 セルモーター始動
電
機 冷 却 方 式 ラジエータ方式 ラジエータ方式
・
原 潤 滑 方 式 歯車ポンプ圧送式 歯車ポンプ圧送式
動
機 燃 焼 方 式 予燃焼室式 直接噴射

使 用 燃 料 Ａ重油 Ａ重油

整 流 器 型 式 サイリスター方式 サイリスター方式

ＣＲＬＡ150 － 15ＳＭＲＡ ＣＲＬＡ150 － 20ＲＡ
直
流 蓄 電 池 ポケット式アルカリ蓄電池 焼結式アルカリ蓄電池
電
源 電 圧 × 容 量 103.2 Ｖ × 50ＡＨ 24 Ｖ × 100ＡＨ
装
置 数 量 1.2 Ｖ × 86個 1.2 Ｖ × 20個

ＡＭＨ50Ｐ－86Ｆ 20－ＡＨＨ100

型 式 傾斜形回転レーキ付バースクリーン 宇部興産
除

台 数 ２台
塵 除

水路巾×高さ 3,550 mm × 5,800 mm × 2連
設

レーキ歯ピッチ 150 mm
備

塵 レ ー キ 数 ６ヶ／台
・

運 転 速 度 ３ ｍ/min
一

か き 揚 能 力 960 kg
次 機

電 動 機 容 量 2.2 kW × 210 V
側

サイクロ減速機 CHHM3-4195-DB-493(i ＝1／493)
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機 器 の 概 要 と 仕 様

バ 有効巾×高さ 3,200 mm × 4,950 mm
除 ｜

ス 台 数 2面
塵 ク

｜ バ ー ビ ッ チ 150 mm
設 リ

ン バ ー サ イ ズ Ｆ 100 mm × 9 mm（73°）
備

型 式 定置式トラフ型ベルトコンベア
・

ベ 台 数 1台
一 ル

ト 巾 × 機 長 600 mm × 12,000 mm（２°）
次 コ

ン ベ ル ト 速 度 30 m ／ min
側 ベ

ヤ 電 動 機 容 量 1.5 kW × 210 V ギヤードモーター

減速比 i ＝ 1 ／ 30

型 式 傾斜形回転レーキ付バースクリーン 宇部興産
除

台 数 ２台
除

塵 水路巾×高さ 3,600 mm × 5,800 mm × 2連

レーキ歯ピッチ 50 mm
設

塵 レ ー キ 数 ６ヶ／台

備 運 転 速 度 ３ ｍ/min

か き 揚 能 力 960 kg
・ 機

電 動 機 容 量 2.2 kW × 210 V

二 サイクロ減速機

バ 有効巾×高さ 3,200 mm × 4,950 mm
次 ｜

ス 台 数 2面
ク

側 ｜ バ ー ビ ッ チ 50 mm
リ
ン バ ー サ イ ズ Ｆ 100 mm × 9 mm（73°）

型 式 定置式トラフ型ベルトコンベア

ベ 台 数 1台
ル
ト 巾 × 機 長 600 mm × 12,000 mm（２°）
コ
ン ベ ル ト 速 度 30 m ／ min
ベ
ヤ 電 動 機 容 量 1.5 kW × 210 V ギヤードモーター

減速比 i ＝ 1 ／ 30

型 式 電動式トロリー形天井クレーン （株）成田製作所
付 天

巻 上 荷 重 主巻16t 補巻3.2t

ス パ ン 11.06 m
井

属 揚 程 全揚程12m 主巻10.47m 補巻11,195m

巻 上 速 度 主巻 3.3m ／ min 補巻 7.0m ／ min
ク

走行・横行速度 走行 20 m ／ min 横行10m ／ min
設

主巻 16ｋW × 210Ｖ 補巻 7.7ｋW × 210Ｖ
レ 電 動 機 容 量

走行 1.5ｋW × 210Ｖ × 2台 横行1.2ｋW × 210Ｖ × 2台

備 走 行 レ ー ル 30Kレール
｜

ワイヤーロープ ＪＩＳＧ3525－13号6 × Ｆi （29） Ｂ種Ｚより

ロープ径×長さ 主巻 22.4φ 補巻 16φ
ン

操 作 方 式 床上押釦操作

型 式 鋼製角落し吊上金具付 宇部興産
角
落 径 間 × 扉 高 3.7 m × 1.0 m 3方ゴム水密
し

数 量 ３段 ／１水路 × ２水路 6枚

燃 型 式 屋外円筒横置地下埋設型
料
貯 数 量 １０,０００�×１台
蔵
槽
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機 器 の 概 要 と 仕 様

付 冷 型 式 屋内角形 架台付
却

属 減 数 量 ５００�×１台
圧

設 水
槽

備

型 式 １門 須田鉄工

門 数 鋼製ローラーゲート
吐

付 純径間×呑口高 1.8 m × 2.1 m
出

水 密 方 式 後面４方ゴム水密
樋

帯 開 閉 方 式 電動スピンドル式
管

揚 程 2.5 m
ゲ

施 開 閉 速 度 上 0.3 ／ min 下 0.3 m ／ min
｜

電 動 機 容 量 リミトルクモーター ＃25（2.2ｋＷ相当）× 210Ｖ
ト

設 減 速 機 リミトルク日本ギヤー ＨＭＢ－１＋＃25

操 作 方 式 機器及び遠方操作

単純桁橋 純径間 10.260 m × 巾員 0.9 m
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